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要旨

健康教育の内容は，体・心・命を扱う「生きる」ことにつながるものであるという視点から，保健教育の学習内容

はさまざまな教科と関連している内容があるため， r横断的学習jを行うことの意義は深く，それぞれの教科の学

びを深化させる可能性が考えられる。

次期学習指導要領の改訂が目指す，これからの時代に求められる「知識・技能J，r思考力・判断力・表現力J，r学
びに向かう力，人間力jといった資質・能力を育むためには，各教科等の学習とともに， r教科横断的jな視点、で、学

習を成り立たせていくことでより効果的となっていくことからも，保健と他教科との横断的学習に取り組む意義

があると考える。

そこで 6年生の保健「病気の予防jの地域で行われている保健活動と，社会科「暮らしの中の政治jとの横断的学

習による授業実践を試みた。実践を通して，社会で活用できる知識の習得をより図りやすくなることや，養護教諭

の専門性を幅広く認識でき，且つそれらが子どもの学びを支えるものとなることが示唆された。一方で，教材の共

通性ばかりに自が向いてしまうと，教科としての目標が暖昧になってしまう可能性があることも示唆された。次

期学習指導要領において謡われる，生きて働く「知識・技能jの習得，未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・

表現力等Jの育成， r学びに向かう力・人間性等jの酒養という点を踏まえ， rねらいの共通性jという視点で今後の

横断的学習の展開を考えていく必要がある。

キーワード:養護教諭専門性横断的学習

1 はじめに

私たちが社会の中で活力ある生活を送るためには，

健康であることが何よりも大事であり，基本である。

日々の生活をよりよく営んで、いくための原動力の一つ

が健康である。それは子どもにとっても同様であり，

学校や地域社会の中で勉強や運動，遊びに意欲的に取

り組み，幸せな生活を送るためには，健康であること

はとても大切なことである 1}。しかし，情報化，少子

高齢化など子どもを取り巻く社会状況等のめまぐるし

い変化に伴い，子どもたちの生活習慣の乱れ，いじめ，

児童虐待等のメンタル-0-Jレスの課題，アレルギー疾患

など，様々な健康課題が顕在化している 2)。このよう

な子どもの健康課題に対し，学校，家庭，地域社会が

連携して，社会全体で子どもの健康づくりに取り組む

ことが必要とされへ関係機関が様々な方策を打ち出

している。日本学術会議健康・生活科学委員会子ども

の健康分科会においては，子どもの健康課題及び提案
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を推進するための方策を示している 4)。

我が国においては健康増進に係る取り組みとして，

「国民健康づくり対策Jが昭和 53年から数次にわたっ

て展開されてきている 5)。この背景には次のようなこ

とが挙げられる。戦後，国民の健康水準は，乳児死亡

率等の改善や栄養摂取量の増加等により著しく向上し

た。一方で，都市化や高齢化が進み，健康に影響を与

える要因は複雑化・多様化していった。また，運動不

足や栄養の偏りが高血圧や肥満を招き，脳卒中・がん・

心臓病が増加する問題が生じてきた。このように健康

を取り巻く情勢が大きく変化する中，健康をめぐる施

策が治療から予防に目が向けられるようになっていっ

た。こうした中，より積極的な健康増進対策を推進し，

国民の健康水準を引き上げる方向へ転換を図ることが

必要と考えられるようになってきた 6)。現在取り組ま

れているのは，第4次にあたる「健康日本21(第2次)J 

である。健康を実現するためには，一人ひとりが主体

的にその課題に取り組む必要があるが，その一方で，

個人を取り巻く社会には，行政，マスメディア，企業，
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学校，家庭など様々あり，それらが制度，情報，サー

ビスなどを提供することによって，個人の健康の実現

に役立てることができる 7)。子どもの健康づくりの視

点から見ても同様である。健康問題が複雑化，多様化

し，更に少子高齢化や疾病構造の変化による現代的な

健康課題も生まれてくる中，それらの解決を図るため

には健康に関する課題を個人的な課題とするのではな

く，学校，家庭，地域社会が連携して，社会全体で子

どもの健康づくりに取り組んでいくことが必要とされ

ているベしかし，地域社会の弱体化が進んでいる現

状において，子どもの健康づくりを考えた場合，学校

を核として，そこから地域社会へと拡がっていく方策

を考える必要がある 9)。このようなことから，学校教

育，学校保健の果たす役割は更に重要になっていくと

考え，授業実践を行った。

2 保健と他教科との横断的学習

健康教育の内容は，体・心・命を扱う「生きるjこと

につながるものであるという視点から，生きることを

対象とする保健教育の学習内容はいろいろな教科と関

連している内容があると思われ， r横断的学習Jが展開

できると考えた。そこで昨年度(平成 27年度)は，保健

と理科の横断的学習の授業実践を行った。この実践に

より，保健と他教科との横断的学習を展開していくこ

とによって，どちらの教科の学びも深めていくことが

できる可能性があるとしサ成果がみられた I())。

小学校において，子どもたちが健康に関する学びを

する教科は体育科保健領域(以下「保健J)である。また，

社会科において，地方公共団体や国の政治の働きにつ

いて学ぶ。具体的に保健では， 6年生の学習内容「病気

の予防jで地域で行われている保健活動について学ぶ

11)。この内容は，小学校では現行の学習指導要領から

新たに加わったものである。その背景には，現行学習

指導要領改訂の要点にある「健康な生活を送る資質や

能力の基礎を培う観点から，系統性のある指導ができ

るよう健康に関する内容を明確にすることJという方

針から，小中高の系統性から教えるという観点がある。

中学校ではf健康な生活と疾病の予防j，高等学校で

は「現代社会と健康Jにおいて，地域保健の学習が既に

行われていた。ヘルスプロモーションの理念に基づき，

健康の概念を伝える上で小学校から系統的に教えてい

くべきこととして入ってきた内容である 12)。新たに加

わった内容で、あったが，小学校ではここに着目した教

育実践が深められてこなかった。「精神・身体ともに健

康であるjとしづ健藤への価値観のもとに健康づくり

の様々な施策が行われてるが，健康課題は複雑化・多

様化している。社会全体で健康づくりに取り組んでい

く必要性が叫ばれている中，地域保健に焦点をあてて

いくことは重要だと考える。

また，社会科においては 6年生の学習内容「暮らし
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の中の政治Jで，国民生活には地方公共団体や国の政治

の働きが民映していることについて学ぶ。具体的には，

市や県，国による高齢者や障害者のための福祉政策，

健康医療に関する事業，子育て支援事業などが国民生

活の安定と向上を図ろうとする地方公共団体や国の政

治の働きによるものであることを学習していく 13)。

このように見ていくと，この 2つの教科の学習内容

に共通性が見えてくる。上記の内容を扱うことで「保

健jと「社会科jにおいても，横断的学習の効果が得られ

るのではなし、かと考えた。

また，次期学習指導要領の改訂が目指す， r社会に開

かれた教育課程jの実現を通じて子どもたちに必要な

資質・能力を育成するという理念を実現するためには，

教育課程全体を通した取り組みを通じて， r教科横断

的jな視点から教育活動の改善を行っていくことが求

められている 14)。これからの時代に求められる「知識・

技能J， r思考力・判断力・表現力J，r学びに向かう力，

人間力Jといった資質・能力を育むためには，各教科等

の学習とともに， r教科横断的jな視点で授業を構想す

ることが効果的となっていくことからも，保健と他教

科との横断的学習に取り組む意義があると考える。

更に，昨年度の実践から，担任と養護教諭と T1で授

業を実践することで，互いめ専門性を発揮でき，子ど

もにとっても授業内容がより理解しやすいものとなる

という成果も見られた川。保健と他教科との横断的学

習の実践を通して，授業に養護教諭が係る意義を明確

にすることで，授業実践において養護教諭の専門性が

どのように活かされるのかを更に丁寧に捉えていきた

し、。

3 侵業実践

(1) 6年「病気の予防Jの授業計画

本単元は，病気の起こり方や予防について知ること

を通して，日頃の生活についてふりかえり，健康な生

活を送るためのより良い方法を自分なりに考えること

をねらいとしている。そこで，まず，子どもにとって

身近な病気である「かぜJを取り上げることとした。そ

うすることで，病気の原因は病原体だけではなく，生

活のしかたもかかわっていることに気づくことができ

ると考えた。また，生活のしかたにかかわる病気とし

て，生活習慣病や病気の原因になりやすい飲酒・喫煙

を取り上げてし1く。そうすることで自分の生活に目を

向け，今後より良い生活に向けて自分の生活を考える

ことにつながっていくとも考えた。

学習を進めていく上では，自分の周りにはより良く

生活をしていくことを支援してくれる施設や制度があ

ることにも気づかせたい。そこでは，周りから得た情

報や，施設・制度を活用していく方法を知り，生涯を

通した健康の保持増進について考えさせたい。そして，

この単元の学習が，自分の生活を見つめ直し，自分自
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身の成長を感じたり，より良い生活に向かって考えた

りするきっかけになることを期待して，表 1のような

表1 授業計画
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授業内容

く構療な生活ってどういうことだろう.>

・かぜをひかないってことかな。 ・病気Lこならないこと。

くかぜをひいたとき、どんなことK困っただろう。〉

・学校を休まなきゃいけないよ。・すごく暑い日なのLこプールLこ入れないよ。

くみんなで元気Lこ穆学旅行へ行くためLこ予院方法を考えよう。>

・マスクをすると自分も周りも予肪Lこなるよ。 ・栄養のあるものを食べるといいね。

くクラスのみんな仁伝えよう.> 
・ポスタ}を{乍ろう。 ・かぜ予防ブックを作って教室に置いたら読んでくれるかな。

-
も
つ
ル
清
水
事
住
み
よ
い
町
民

くかぜの他Lこどんな病気があるだろう。〉

・インフルエンザ ・水癌撞 ・がん ・脳梗塞

く3つの病気について調べよう。〉

・がん ・血管の病気 ・むし歯、歯周病

く身近な人に生活習悌丙について伝えよう.>

・リーフレットを作ろうかな。・調べたことを伝えたいな。手紙を書いてみょうかな。

く自分の生活を振り返ってみよう.> 
・寝るのが遅いから朝起きられないんだよね.

-最近運動不足だな.休み時間Eこ外で遊ぶようLこしよう。

くこんな時どうする.> 
・先輩』こたばこをすすめられる。 ・親戚のおじさんLこます酒をすすめられる.

〈ペアで誘ったり断ったりしよう。〉

・きっぱり言わないとダメ。.rいや」とはっきり断る。

くもっと上手』こ断るためLこはどうしたちいいだろう.> 
・「いやjって一言じゃなくて、どうしてい吋ないかを伝えた方がいいんじゃない。

・相手は先輩だから、ていねいLこ伝える方がいいよ。

く私fごちの身の周りて耳鳴埠V'~封酪選るためLこどのようなこと併背オ1ているのだろう。〉

・保韓室は、けがの手当てだ吋でなく慢康Lこついても話して〈れるね。

・夏休みLこ集めたリ}フレットを寛れば、もっといろいろなことがわかるかも。

くとんな、}ーづレフトを集あてきたかな.聾あてみてどんなこと民主づいたかな。〉

・スーパーの入口とか、身近なところ仁置いてあったよ。

く私たちの地域では、どんな保健摺勘が1"1オオlているのだろう。〉

・fj量背教室Jとか「運動教室Jとか、 roo教室j勺て書いてある仲間で分吋られたよ。

・私たちが曜劇こ暮らせるためL 地域でもいろいろな保智香動をしているんだね.

・どうやって利用したらいいか、よくわからないな.

く地域の保暢舌動を、私たちはどのようLこ利用したらいいのだろう。>

・自分はわかる吋ど、家旗がどう利用するかはよくわからないな.

〈校法るヂちゃλ疋露鵠主主鶴較調曹種施担乃よ~.:1掬したらし村三ろう。〔今』ススタヂィ') > 
併政母の禽中毒⑫との生活習慣病@母のストレス

く身近な人Eこ保鱒菅動をすすめよう.> 
・ぼくのお父さんLこも運動教室のことを話したいな。

くちびまる子ちゃんの家腕主どんね鵡鍛郁f即すればよかったカ布。〉

・冷やしきゅうりのケースは、保健F斤や病IW三よ.
・あとさんやお母さんは、主Lこ保種センターじゃないかな。

くこれらの掘脇立、実瞭滑枢のどこゆるだろう。〉

・地図上だと近くLこ見える吋ど、本当は遣いのかな.

・私は清水Lこ住んでいる吋ど、歩いては行付ないな。

寸劇t匿をよりよし切nこしていくた制こ、どうすれ』まいいだろう.> 
・もっと保構施設を利用しやすいようLこすればいいんじゃないかな.

くみんなd壇買いを実視するためLこはどうしたらいいんだろう。〉

・市のf窃持が話し合うんじゃないの。市議会とか。

養護教諭の関わり

{保催室で捉えた実態を活用】

・婿賓と瀞持管官こ参如できなかったり、行事

が中1Mこなってしまったりしたエピソード

を語ることで、この学部3ずしての憲扶や

盛輔め窪まれる。

開F哲明見点Lこよる冊世ヨ1]

・子どもたちが出し合ゥたお噌¢吊肪対まを

価笹~tJ司、補足をしたりすること亡子

ども伐埼えが広がったり糠まったりする。

【学びを深めるための学習甥寛整備のコ

ーディネー夕日役1
・書官習闘部こついての学びを探めてしもする

ようLこ保儀信社センターで時輸鱗を整

える。

・子どもたちカ油しtdi帯託を「耕輔輔がもとLこ

なって起こる炉甑Jと「生活のしかたがかか

わって起こる病気J~:分類する。

-保瞳樹止センターで学y~内容を確翻し、補

足説明等をする.

碑F哲生を活かしTlとして学習を進める】

.担任が失嘩役として子どもを誘う役を

やるため、事機絹曲がTl、担任が T2と

して1"1う。
・自分の知識や思いを押し付けるのでは

なく、棺手のことを理解したり認めた

りしながら学習をすすめられるようLこ

する，

【専管官肺臓を活かした樹ヰの準備

・リ}フレットがたくさんあることが視

覚的Lこわかるようι、コピーをすべて模

造紙Lこ貼って揖示する。

【専門的視点Lこよる価借古河

・リーフレットの仲間創世苦動の劇こは、

分類の仕方を価値づげたり、分類の伎方

で悩んでいる時Lこは助言したりする。

関門跡目織の活用】

・保纏センターや保傭折など、出てきた施

設が何をしているところなのかを説明す

る.

・ケーススタディの3つの内容を説明する。

.保韓所とつな杭考えていけるようLこ、

ケース。を中~JÙ~こ、グ1し}プごと必害事こ

応じて補足説明をしていく。

【保慢学習の内容のつなぎ役】

・保健の授業で実施したケーススタディ

を握り返る。

・清水区の保種施設の場所を地図上で確

認していく。

(2) 第①②時「病気の起こり方Jr病原体がもとになっ

て起こる病気の予防j

まず初めに，子どもたちに「健康な生活ってどうい

うことだろうJと投げかけた。「早寝早起きJ，r3食食

べるJ， r運動するj等を挙げる子が多い中，ある男児が

「病気にならないJと発言したことをきっかけに，病気
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になると健康ではないと感じ始めたところから,病気

になると困ることを出し合つていつた。授業を行つた

頃は修学旅行を控えていた時期だつたため,養護教諭

から保健室で捉えた実態を活用して,病気で修学旅行

に参加できなくなつてしまったり,行事が中止になっ

てしまつたりした事例をいくつか話した。子どもたち

からは「いやだ」,「かわいそう」,「行きたい」等のつぶ

やきが聞かれ,修学旅行やその他の行事にも元気に参

加するために,病気を予防する必要感を持たせること

につながつた。

修学旅行の 3日 間を健康に過ごし楽しい思い出を作

りたいという思いをもつた子どもたちは,みんなで修

学旅行へ行けるように,子 どもたちにとつて一番身近

な病気であるかぜの予防方法について考えて,それを

クラスのみんなに伝えるための話し合いに進んでいつ

た。予防方法をグループごとlT・ し合う中で,今まで自

分が知らなかつた方法を知り,かぜの予防の知識を広

げていくことができた。養護教諭は,グループごとに

伝え合いをした時に,専門的視点から予防方法を価値

づけたり補足をしたりした。そうすることで,子ども

たちは今までに得てきた予防方法や新たに知つた予防

方法を,実生活で生かしていこうといつ言欲へつなが

.: -lCL r.: to

・ふだんの生活で自分ではやつていると思つてい

ても,意外と知らないことや,やつていないこと

がたくさんあつた。

・元気に毎日学校に行くために様々な予防をする

ことがとても大切だと思います。修学旅行だけ

じゃなく日常的に気をつけたい。

・体を温めたり,手洗い,う がい,マ スクをするこ

とを心がけたい。

く第O②時のふりかえリシートの抜粋>

(3)第③④時「生活のしかたがかかわつて起こる病気

の予防J

今回の授業においては,生活習慣病の中の「がん」「血

管の病気」「むし歯・歯周病」について,「保健師さんに

話を聞く」という場を設定するために,そ して,本単元

の最終時「地域で行われている保健活動」の学習につな

がる布石を打つために,学校が所在する地域の保健福

祉センターを訪間する場を設けることとした。

保健センターでの学習体勢を整えるために,養護教

諭が学びを深めるための学習環境整備のコーディネー

ターとしての役■llを担つた。まず,保健福祉センター

ヘ電話で聞い合わせをし,訪 Fpl理 由の主旨を説明した。

翌日,保健福祉センター所長より訪間快諾の返事をい

ただいたところで,打ち合わせの日程調整を行つた。

後日,担任と養護教諭で保健福祉センターを訪れ,保

健福祉センター所長と打ち合わせを行つた。打ち合わ

せ資料として,教科書のコピーと訪問計画 (目 的,参
加者, 日程,依頼内容)を準備した。今回の授業で取

り上げる「がん」「血管の病気JFむ し歯・歯周病」3つの

病気がすべて生活習慣病であることや,これらの病気

の起こる原因や予防方法などの学習内容を伝えていけ

るよう授業の視点を伝えた。

第③時の導入で「かぜの他にどんな病気があるだろ

う。」と投げかけたところ,がん・ノロウイルス・水疱

療・インフルエンザ・りんご病・嘔吐下痢症・マイコ

プラズマ肺炎 。結核・0・ 157・ デング熱・脳梗塞などの

病気を挙げた。これらの病気を,養護教諭が「病原体が

もとになつておこる病気」と「生活のしかたがかかわつ

て起こる病気」に分類したことで,子 どもがそれらの病

気についてもつと詳しく知りたいと思うきつかけにな

った。

その後,子 どもたちは保健福祉センターを訪問した。

「がんJの グループは,がんは日本人の死因の 1位であ

ることや,がんの原因,がんを予防する生活等につい

ての話を聞いた。「血管の病気」グループは,悪い生活

習慣とはどういうものか,悪い生活習慣が病気につな

がること,血管のこと(動脈硬化)等についての話を開

いた。「むし歯・歯周病」グループは,歯を失う原因,

く第O②時の授業の様子>

く第③④時の授業の様子>
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むし歯・歯周病のおこり方,おやつの食べ方等につい

ての話を聞いた。

保健福祉センターでのそれぞれの学びの中で,「が

んJと「むし歯・歯周病」のグループの「生活習慣病」とし

てのおさえが不十分だつたため,養護教諭は,第⑤時

の活動の中で, しつかり押さえられていた「血管の病

気」のグループについた。そこで,自 分たちのグループ

の学びを他の病気のグループヘ浸透させていけるよう

に,お互い聞いてきた内容を確認し合う時に,がんや

むし歯も悪い生活習慣が原因で起こるから生活習ll■病

だという子どもの発言を価値づけし,その内容を他の

病気のグループヘ伝えられることが大事だと,子 ども

たちへかかわつていつた。それによつて,り ん`」と「む

し歯・歯周病」グループも,自 分たちが学んできたこれ

らの病気が「生活習慣病」であるということを押さえて

いける伝え合いとなつていくことができた。

(4)第⑦時「地域で行われている保健活動その 1」

第⑤時では,生活習慣病について学んだことを発表

し合い,それらを身近な人に伝える活動を行つた。第

⑥時では,生活習慣病は子どもの頃からの生活習慣が

将来の予防につながることから,今の自分の生活をふ

りかえる場を設け,また,薬学講座で学んだことを活

かして,たばこやお酒を誘われ′たらどうするかを考え

ていった。

そして第⑦時の導入で,子 どもたちに「私たちの身の

周りで行われている保健活動つてどんなものがあるだ

ろう」と投げかけた。第①②時でクラスのみんなにかぜ

の予防方法を,第⑤時で身近な人に生活習慣病につい

て,それぞれ伝える学習活動を行つたが,その際,「か

ぜ予防し隊」と書かれたタスキを作つてクラスのみん

なや身近な人に伝えた男児がいた。この自分たちが行

っている活動についての発言が一番初めに出てきた。

次に禁煙外来や,テ レビや広告など普段自分たちが目

にするものを挙げていた。夏体み中に,自 分の住んで

いる地域で健康に関するリーフレットやチラシを集め

る課題を子どもたちに行わせていた。そのリーフレッ

ト集めの感想を尋ねると,「たくさん種類があつた。」

「たばこやがんに関する内容が多かつた。」「市民や県民

のためのものが多かった。」等の感想が問かれた。「と

にかくたくさんあつてびつくりした。」と量に着目して

いた子どもの感想をクラス全体で共有できるように,

養護教諭は,事前に子どもたちが集めたすべてのリー

フレットのコピーをとり,それらを専門的知識を活か

して内容毎に分類しながら模造紙にl.「つたものを準備

しておいた。量についての発言があつたところで,準

備 しておいた模造紙を提示し,多 くのリーフレットが

あることを視覚的に実感させた。

<保健センターでの様子>

<集めたリーフレットを見る子どもたち>
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子どもたちからは,量の多さにびつくりする反応が

数多く聞かれた。そして「ごちやごちやして見にくい。」
「どうしてこんなにあるのだろう。」というつぶやきを

全体に広げていつた。すると「教室や講座は市や県がや

っているものが多いから,市民や県民が健康に暮 らし

てはしいと思つて企画されていると思 う。」「みんなに

呼びかけることで病気を予防してもらいたいんだと思

う。」等の意見が出された。また,集めたリーフレット

を項目別に分けていた児童に,なぜそ うしたのか尋ね ,

分類することのよさを引き出し,グループごとにリー

フレットを仲間分けする活動に入つていつた。

グループ活動の際,養護教諭は専門的な視点から子

どもたちの分類の仕方(呼びかけ,講座,健診,食事等)

を価値づけたり,似たような内容のリーフレットをど

う分類したらいいか悩んでいるグループに助言したり

した。分類後,再度リーフレットがたくさんある理由

について聞いてみると,分類したものをもとに「病気に

ならないように,健康に過ごすための呼びかけをして

いる」「保健センターとかだけでなく,スーパーとかに

も置いてあつたからといろいろな人の目にとまって,

健康でいられるため」など,具体的な発言へと変化して

いた。

(5)第③時 「地域で行われている保健活動その 2」

前時で, リーフレットを分類する活動を通して地域

には様々な保健活動が行われていることを知つた子ど

もたちだつたが,実際に利用した機会はほとんどない

のが現状である。そこで,地域の保健活動の利用のし

かたをケーススタデイを通して考えていくこととした。

ケーススタデイを基に,健康を支える地域の保健活動

のつながりを具体的にイメージすることを通して, 自

分や家族の生活と関連付けて理解することを目標に授

業を行つた。

子どもたちが保健活動を具体的にイメージできるよ

うに,よ く知つているアニメのキャラクター「ちびまる

こちゃん」の家族を例に 3つのケースを想定した。

ケース① :お祭りで冷やしきゆうりを食べて,おな

かが痛くなってしまつたおじいちゃんとおばあち

ゃん

ケース② :職場の健康診断で「生活習慣病予備軍」

と言われて しまつたお父 さん

ケース③ :家族のことで悩んでいるお母さん

くケーススタデイの内容>

ケースの説明を養護教諭がパワーポイントで提示し

ていくと, どの家族が何に不安や悩みをもつているの

かを考えようと,子どもたちの気持ちが向かつていつ

た。3つのケースごとに分かれたグループ活動におい

て,ケース①では,前時で養護教諭から聞いた保健所

の役害1についての話を思い出し,グループ内で伝えて

いる様子が見られた。ケース②では,提示したスライ

ドのお父さんのイラス トから,たばことお酒に注目を

していた。そして,教室内に掲示しておいたリーフレ

ットを見ながら考えている姿も見られた。ケース③で

は,最初に自分たちが集めたリーフレットのファイル

を個々に見ている様子が見られた。そこからケースの

内容と関係のありそうなものを出しながら考えていく

姿がみられた。養護教諭はケース①のところで専F]的

知識を活かし,保健所の活用での助言ができるようか

<リ ーフレットの分類活動>

くケーススタデイの様子>
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かわつていつた。

ケーススタデイによつて地域の保健活動を具体的に

イメージすることができた子どもたちに,「 自分たちの

身近な人に保健活動をすすめるとしたら,どんな人に

どんなものをすすめるかな」と投げかけた。「お父さん

ゃおじいちゃんにたばこやお酒をやめてはしいから,

保健所や保健センターが利用できる。」という意見や ,

「お母さんがス トレスを抱えているから,保健センター

やスクールカウンセラーが利用できる。」といつた意見

が出された。たばこやお酒について「言つたつてやめな

いんだよね。」という本音を語りつつも,身近な保健活

動をできる限り活用していこうと考えている様子が見

られた。

養護教諭は,地域の保健活動のつながりがわかるよ

うに板書しながら,子 どもたちの発言をまとめていつ

た。そうすることで地域の保健活動を自分や身近の人

の生活とのつながりを意識できたと思われる。そして,

最終時のまとめとして語つた「周 りの人はもちろんの

こと,みんな自身も健康でいてほしい。今まで勉強し

てきたことを周りの人も自分も健康になるために,こ

れから活かしていつてはしい。」という内容が,小学校

の保健学習のまとめとしても日常の保健活動へもつな

がっていく内容だつたため,子 どもたちのふりかえり

の中に「小学生の今からできることをやつていきた

ぃ。」と,よ り自分事として提え,今の自分の健康,自

分以外の身近にいる人の健康,将来に向けての健康を

考えていくことのきつかけとなつた。

(0 6年社会科「もつと清水を住みよい町に :」 (暮 ら

しの中の政治)

保健の授業で地域の保健活動をどのように活用した

らよいのかを考えるケーススタデイで取り上げた「ち

びまるこちやん」は,静岡市清水区(1日 清水市)が舞台と

なつている。自分たちが住んでいる地域に実在したち

びまるこちやん家族を想定して,実際の清水区の現状

(保健医療施設の立地や,保健医療問題)と つなげてい

くことで,住みよい町づくりをしていくための行政の

しくみを学んでいく社会科の単元へとつなげていつた。

第①時の導入で,「 さくら家の人たちはどんな施設を

利用すればよかつたかな。」と,保健の授業で実施した

ケーススタデイをふりかえる投げかけをした。そうす

ると,保健センター,保健所,病院といつた施設の名

称が子どもたちから出てきた。

それらの施設が,実際の清水区のどこにあるのかを

確認していつた。清水区中心部の地図を提示し,施設

を明示していつた。距離感がつかめるように,縮尺に

目を向けたり,清水区民の子どもに距離感を語つても

らつたりすることで,施設が点在していて利用しにく

いのではないかということに気づき始めた。更に,現

在清水区が抱えている「人口減少」の問題に目を向けさ

せるための新聞資料や,総合病院移転問題の新聞資料

を提示していつた。

保健の授業で学んだ内容を実際の状況に照らし合わ

せ,そ こから見えてきた自分たちが住んでいる地域の

問題へとつなげていき,「清水をよりよい町にしていく

にはどうしたらいいだろう。」という社会科の学びにつ

ながつていつた。

。病院や保健所が遠くてとても大変だと思つた。

・病院や保健センターが家から遠い人は不便だか

ら利用しにくい。

・駅の近くに病院を作れば気軽に行ける。

・公共の施設を増やしたらいいと思 う。

・不便だからもつと病院とか作つてはしい。

<社会科第①時のふりかえりの抜粋>

第②時では,清水をよりよい町にしていくにはどう

したらいいかを,引 き続き考えていつた。子どもたち

からはIS~広 い様々な意見が出されたが,それを見て 1

人の子が「みんなが出してくれた中に医療や保健の対

策がない。」とい う発言をした。問題の原点に立ち返る

この発書をきつかけに,「医療・保健・防災(清水区の

人口減少は東 日本大震災を機に顕著となつている)」 に

力を入れて,清水をより良くしていく具体を考えてい
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くことが確認されていった。そして， rどこにどんな施

設があるとしW、かJという，更に具体的な内容を考えて

いき，自分たちが考えた町づくりを実現するにはどう

したらいいかという流れで社会科の学び(選挙制度や

議会制度など)に進んでいった。

4 成果と課題

以上のように，保健と社会科の横断的学習を実践し

てきた。昨年度の実践において， r保健と理科をつなげ

て単元を組むことが，それぞれの理解をさらに深める

ことにつながるjことや， r担任と養護教諭が TTで授

業を実施することで，お互いの専門性を発揮でき，子

どもにとっても授業内容がより理解しやすいものとな

るJことが示唆されたが 10)，本年度の実践を通して，

横断的学習の成果として新たに次のような点が見えて

きた。

1つ目は， r社会で活用できる知識の習得をより図り

やすくなるjということである。今回の保健の授業では，

その後の社会科への横断的学習を想定して，自分たち

の住んでいる地域にある保健医療施設を取り上げた。

その他にも，実際に地域にある健康に関するリーフレ

ットや，保健師から話を聞く場を設定する等，実物に

触れることで、実感を伴った学びを通して，より自分事

として捉えられるような授業を展開した。また，社会

科においては，保健の授業で具体的に学んだ，静岡市

という自分たちの地域の保健活動の実態と課題につい

て，子どもが社会的事象を切実に捉え，自分事として

政治の仕組みを学んでいけると考えた。子どもたちに，

社会科の授業をやっていて保鍵の授業のどの部分を思

い出したか，ふりかえりシートを記入させ，それらを

保健の授業の内容につながるような言葉を抽出の観点

として KJ法を用い分析したところ， 41のコードが抽

出された。さらにそれらは 4のカテゴリーに分類され

た。(以下( )内にコード数を示す。)“施設について

(21)"“ちびまる子ちゃん一家のケーススタディ(8)"
“病気の予防について(7)"“保健福祉センターで聞い

たこと(5)"で、あった。この横断的学習の流れは，次期

学習指導要領で育成したい資質・能力の 1つである，

生きて働く「知識・技能jの習得のために重要とされて

いる，既存の知識と関連付けたり組み合わせたりして

いくことにより，学習内容の深い理解と，知識・技能

の定着を図るとともに，社会における様々な場面で活

用できる知識として身に付けていくことに通ずるもの

があると考える的。
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表2 社会科の捜業で保健の授業のどこを思い出したか

コ目ド

さまざまな底意・福魁施設があるとと。 (8)l!.'とでどoような活動をしているのか。 l!.'とに行

けb針目設できるのか。 (5)保健センターと保曜荷の役割のちがν。(3)施設の大切さ。 (2)施

設のととや老人のための活動セン~目。 施設や場所の問題。 保瞳pJfの他に受流館があると

色。

N=41 (%) 

21(51.2) 

ちびまる子ちゃん まる子部家族が棺えている問題を解決する方法を考えるととろ。 (4)。 まるちゃんー撃が遠い

病続を償っていたととろ。 (2)まるちゃんー家の健康問題。 まるちゃんの祖父母が食中毒に
一家母ケ山ヌヌタ 8( llL 5) 

なったち保健所や大きな病院、市世帯などに行〈ととや、その後お祭りのことなどを家族で話

ヮーィ し合った方がいいというとと。

て
すい。

病気の予防につい 榔掛近くにないととで起とりうる問題。 (4)病気になちないためにどうしたらいいかを考え

る都升。 (2) 保健セン~目、定中毒、がん、生活習慣病。たばとやお摘を蝕むと病気にな切や
7(17.1) 

で聞いたとと
と。

保漣福桂セシ~】 城東保健センタ戸で聞いた話。(2)班で意見を出し合って一つにし、さらに話し合ったり意見

を言、、合ったりするとと。 (2)自分たちの身近な暮ちしや町のととをた〈きん話し合ったと
502.2L 

2つ自は， r養護教諭の専門性を幅広く認識でき，且

つそれらが子どもの学びを支えるものとなるJという

ことである。養護教諭が授業に関わる際に専門性を活

かせる手段として，授業の最後に専門的な話をしたり，

資料を提示したり等はよく行われている。今回の授業

においても，保健センターや保健所の役割について説

明したり，養護教諭自身もリーフレット集めをして，

子どもがいつでも見られるように準備をしたりした。

それだけでなく，養護教諭が担任とは異なる立場から

伝える「言葉」も養護教諭の専門性として，子どもの学

びを支えることができることを感じた。体調不良で行

事に参加できなかったり，行事そのものが中止になっ

てしまったりしたエピソードや，子どもたちが考えた

病気の予防方法の価値付け，最終時の子どもたちの健

康への願い等を，養護教諭が今回の授業実践の中で子

どもたちに伝えた。養護教諭が話すことで子どもたち

の心に落ちていく，これも養護教諭のもつ専門性であ

ると認識できた。また，今回の授業実践はグループ活

動を多く取り入れたが，グループ開で話し合いの内容

や深まりに差が出てくることが，担任と共に各グルー

プの様子を直接見聞きしたり，ふりかえりシートを分

析したりすることでわかった。子どもたちの実態に応

じて養護教諭が学習内容を価値づけたり，補足をした

りすることで，子どもたちの理解を深めていくことが

298 



養護教諭の専門性を活かした保健と社会科の横断的学習の試み

できる点も，養護教諭の専門性であると感じた。

横断的学習が次期学習指導要領におけるポイントで

あることを踏まえ，課題としては次のことが挙げられ

る。

昨年度の保健と理科，本年度の保健と社会科と，ど

の教科との横断的学習が展開できるかを考えたときの

視点は「教材の共通性Jである。各教科には，その教科

でねらう目標がある。教材の共通性ばかりに目が向い

てしまうと，教科としての目標が暖味になってしまう

可能性がある。最終時を終えた後，子どもたちに単元

全体を通してのふりかえりシートを記入させ， KJ法

を用い分析したところ， 34のコードが抽出された。さ

らにそれらは4のカテゴリーに分類された。(以下( ) 

内にコード数を示す。)“生活習慣病についての理解

(13)"“身近な人への呼びかけ(10)"“自分のこれからの

生活についてのふりかえり (8)"“かぜの予防方法の確

認(3)"であった。保健の授業を通して，子どもたちに

は健康についての認識を自分事として捉え，健康な生

活を送るためのより良い方法を自分なりに考えること

をねらいとしていた。自らの健康や自らの病気の予防

について考えていくべきところであったが， r社会科と

のつながりJを意識したことで，周囲の健療に目が向い

てしまったような気がする。それは，保健福祉センタ

ーの役割である地域保健が，子どもだけを対象として

いるわけで、はないため，やむを得ないところである。

カテゴリ日

生活静fl空総につい

ての斑解

身近な人へお峰子び

tJ為}1'

詰分のこれからの

サゴ訴についての桜

り返り

かぜの予防方法の

碍認

表3 保健の全単元終了後のふりかえり

コード

運動する、好き嫌いせず貴べるなど身近なとををするを健康でいられる。 (a)健麗な生活をす

れば生活習慣病になりにく〈なるととを知った。 (2)生活を量Lきないことがー番大切なこをだ

と思った。 生活をよくする方法を知った。 少しでも悪い生活をするととっても危険な生活習

慣病になってしまうとわかった。 がんになる人が多いのにびっ〈りした。 自分が良い生活を

していても、間りの人がタバコを喰ってしまったら自分もがんになってしまう。 たばとを覗う

と停に悪いとをは知っていた吋E、がん母 3分母 1 が死語~~かは知名なかった。 がんは最初な

ってしまったち措らないと患っていたけど常に槙露を受付て早期発見をすれば治るとのととだ

った却で常に検診を受付た方がいい。 生活習慣病について鞍えてもちったら、禁煙舛来の犬切

さ督官かった。

軍族でたくさん気をつ吋れば健鹿な生活が送れるから、みんなに広めたい。 (3)健鹿になる方

法を色々な人に知ってもらいたい。 (2)家族や友だちにも教えて生活習慣病にならないように

気をつけていきたい。 (2)お母さんの蚊みすぎには注意したい。 みんなが元気になってもらい

たい。 お5とさんやおじいちゃんに健鹿でいてもらうために、お酒やたばこを眠う在がんになっ

たりするととを伝えてやめてもらいたい。

今から規則正しいさ邑活をして犬人の自分が病気にならないようにしたい。 (2)この授業で習っ

たことを活かして予防をしたりしながち健康な生活をしていきたい在患った。 今まで運動不足

で健庸じゃなかったけ在、とれかち擢鹿な生活を心が吋て精気にならないようにしたい。 自分

が将来生活習慣病になった名人生省矯しになるから、小さい頃から気をつ吋ていきたい。 自分

の生活説麗り返りとか、とれからどう気をつけるのかを考えるととができたので、病気を予防

したい。 樽来、生活習f館宵にならなνためには、小学生かち心がけることが大切って知ったか

ら、今からならないよう食事はしっかり在って早寝早起きをして運動したνe今から気をつ吋

て健鹿でいたい。

インフルエンザやかぜにならないためにも、手洗νゃうがいや早寝早起きや好き嫌いせずしっ

かり食べたい。 (2)習ったととを生かせてかぜの予跡につながってよかった。

t4=34偶)

13(38.2) 

1日{四.4)

8(23.6) 

3(8.8) 

次期学習指導要領において，すべての教科等や諸課

題に関する資質・能力に共通する要素として， r何を理

解しているか，何ができるか(生きて働く「知識・技能J

の習得)J，r理解していること・できることをどう使う

か(未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現

力等Jの育成)J，rどのように社会・世界と関わり，よ

りよい人生を送るか(学びを人生や社会に生かそうと

する「学びに向かう力・人間性等」の酒養)Jが挙げられ

ている 15)。今後は「ねらいの共通性Jという視点で今後

の横断的学習の展開を考えていく必要がある。

小学校の教員の皆様に多大なる御協力をいただきまし

たことを心より感謝申し上げます。
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